
令和元年度活用事業のご紹介

事業名：生物多様性保全事業（ツマアカスズメバチ駆除）

平成２７年に特定外来生物に指定されたツマアカスズメバチの対馬島内での低密度化と未侵入

地域への拡散防止に向けて、新たな防除手法の開発を目的として、幼虫の脱皮阻害効果のある

薬剤を用いた科学的防除手法の試行及び効果検証に取り組みました。

事業名：観光施設等衛生環境整備事業

市内の観光地等の施設は和式のみのトイレが多く、非衛生的と捉えられることがあります。

そこで、衛生面の改善及びバリアフリーによる利用者の満足度を高めるため、トイレを計１１基

洋式化し、観光地として利用しやすい環境を整備しました。

事業名：縁結びプロジェクト事業（成婚フルサポート事業補助金）

結婚を希望する島内外女性と島内男性に出会いの場を創出するセミナーやイベントを開催し、

出会いから交際、結婚まで導くプロジェクト事業の補助金の一部として活用しました。

ふるさと納税充当額　　　３，９００，０００円

ふるさと納税充当額　　　３，８００，０００円

ふるさと納税充当額　　　３，３００，０００円



事業名：朝鮮通信使によるまちづくり事業

「朝鮮通信使といえば対馬」をキャッチフレーズに、長距離輸送トラック２台へのPRラッピング、

対馬の歴史マンガ「最後の朝鮮通信使 易地聘礼」、対馬市朝鮮通信使PRキャラクター「つしねこ」

グッズの制作、朝鮮通信使寄港地及び解説看板整備等を行い、日韓交流の島対馬をPRしました。

事業名：ツシマウラボシシジミ保全事業

対馬固有亜種として対馬市の天然記念物、環境省の国内希少野生動植物に指定されている

ツシマウラボシシジミの飼育下繁殖により増やした個体を、防鹿柵で囲った保護区に放し、安定

的な野生個体群の確立を図ることで、絶滅が危惧されている対馬固有種の保全に寄与しました。

事業名：対馬市シルバー人材センター拠点事業

全島組織化に向けた拠点を本部（厳原町）中支部（豊玉町）上支部（上対馬町）の３か所に設置し、

シルバー会員募集のPR活動や、会員研修会の開催及び官公庁の運営する施設等の清掃管理、

市民や民間企業などからの業務を請け負い、会員の就業機会の確保を図りました。

ふるさと納税充当額　　　４，１００，０００円

ふるさと納税充当額　　　４，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　　５，０００，０００円



事業名：水産多面的機能発揮対策事業

藻場は水産資源の保護・培養に重要な役割を果たしており、水産物の安定供給や水質浄化、

生態系を維持する上でも必要であるため、食害生物の除去（ウニ類・魚類）や海藻の種苗投入、

モニタリング等の漁業者が行う効果が高い保全活動を推進しました。

事業名：Ｕ・Ｉターン推進事業費（移住・定住推進事業補助金）

本市へ定住する意思のある者や、新規移住者に対し、予算の範囲内において対馬市移住・

定住支援補助金を交付しました。また、本年度より新たに奨学金返還支援補助金を追加しました。

事業名：イベント備品購入事業

「対馬厳原港まつり」のイベントステージの老朽化に伴い、新たなステージを購入し、

出演者をはじめ来場者の安全性を高めるとともに、イベント内容の充実化を図りました。

（本年度実施予定でしたが、資材調達に期間を要するため、令和２年度繰越事業となりました。）

ふるさと納税充当額　　　５，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　　９，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　　９，０００，０００円



事業名：Ｕ・Ｉターン推進事業費（定住支援住宅改修）

本市へ移住された方が一定期間利用できる定住支援住宅を１棟３戸改修工事を行いました。

事業名：海岸漂着物等地域対策推進事業

本市の海岸及び海洋において、景観や自然環境、水産資源への影響が深刻な問題となっている

海岸漂着物等を回収・処理することにより、海洋環境の保全を図りました。

事業名：対州馬活用プロジェクト

日本在来馬の一種である対州馬の保存・活用のため、対州馬保存計画に基づき、

あそうベイパークに対州馬飼育厩舎を建設し、島内飼育頭数の増頭を図りました。

事業名：ふるさと納税返礼システム費

本市へふるさと納税をして頂いた方へ送付する返礼品の一部を負担する費用として活用しました。

ふるさと納税充当額　　２０，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　２０，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　１０，０００，０００円

ふるさと納税充当額　　３２，７００，０００円



事業名：基金積立金（対馬市奨学資金基金）

市内在住や就業など一定条件を満たした場合、返還すべき奨学金の返還を猶予・免除する

規定を備えた、本市独自の奨学金制度である「対馬市奨学資金基金」へ積み立てました。

本年度は、２件の予約申し込みがあり、令和２年度から２名の奨学生へ貸与が開始されます。

ふるさと納税充当額　　５０，０００，０００円


